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令和 6(2024)年度『学校教育自己診断』の集計結果について 

 

寒冷の候、保護者のみなさまにおかれましては日々ご健勝のことと存じます。 

平素は、本校教育にご理解とご協力を賜り、ありがとうございます。 

さて、昨年 12月～今年 1月にかけてご協力いただいた『学校教育自己診断』の集計結果がまとまりました

ので、以下にご報告させていただきます。 

本調査の結果に表れたみなさまの思いを教職員一同しっかりと受け止め、次年度の学校づくりにつなげてま

いりたいと思います。 

  
■楽しく安心して学校生活を送るために．．． 

子ども自身が持つ学校に対するイメージや友だちに関する設問に対して、多くの子どもたちが肯定的

な回答をしています。全ての質問に対して昨年度より高い数値が出ており、ありがたく、そして喜ばしく思

っております。 

質問 18 ・ 23 ・ 24 におきましては、 学校の取組状況を丁寧にお伝えして行く必要があると感じました。

「いじめ」に関してですが、耳原小では加害側が些細なことだと受け止めようとも、「本人が心身の苦痛

を感じた時点でいじめ」という認識をしておりますので、お友だちとの関係で嫌なことがあり、それを訴

える児童がいた時点でいじめの認知件数としてカウントしています。  

様々なお子さんの通う学校ですから、トラブルやケンカが“０”になるというのは非常に難しいところで

すが、いじめについては「絶対に許さない」という姿勢で臨み、併せて子どもたちのコミュニケーションス

キルを向上させる取り組みを続け、改善に繋げていきたいと思います。 
 肯定回答率 

1 学校へ行くのは楽しい。 93.5% 

2 学校には仲の良い友だちがいる。 99.4% 

7 授業中に間違っても笑われたり、怒られたりしない。 92.4% 

11 困った時に相談や質問できる先生がいる。 91.5% 

18 学校はいじめや暴力のない学校づくりに取り組んでいる。 81.8% 

23 学校は防災や防犯に配慮し、施設の点検や訓練などを適切に行っている。 81.1% 

24 学校の施設・設備は学習環境からみて満足できる状態にある。 82.9% 

 

■規範意識やあいさつなど、学校と家庭・地域の連携で育てていく力    

子どもたちの認識、先生方の認識、保護者や地域の方の認識では多少のズレがあるとは思いますが、

子どもたち自身は、質問3について常に高い数値で肯定的に捉えているようです。ただ、校区外や夜間に

子どもたちだけで過ごしたり、公園での遊び方や友だちとの遊び方などでルールが守れていない、トラ

ブルが起きたという報告やお電話が学校に寄せられています。学校外でのトラブルに関しては保護者や

地域の大人が見守り、叱り、導いていただいていますが、注意の仕方も難しい所がありますので、学校で

も出来るかぎり指導していきたいと思います。 

質問 4 は、耳原小の子どもたちの自慢できる点の一つです。これからも、挨拶や感謝の気持ちが見える

耳原小でいたいなと思います。 

 

【肯定的回答・肯定的回答率について】 
 
肯定的回答 ＝ Ａ（あてはまる） と Ｂ（どちらかと言えばあてはまる）の回答を合わせたもの 
 
回答数のうち肯定的回答の割合を肯定的回答率として、以下の文章及び表で使用しています。 

※裏面に全設問の肯定回答率を 

掲載しています。 



 肯定回答率 

3 学校の生活や学習のルール、きまりを守っている。 97.6% 

4 先生や登下校を見守ってくれている人に、自分から挨拶している。 83.1% 

22 子どもの間違った行動には適切な指導をしてくれている。 90.9% 

25 学校行事や授業参観・懇談にはできるだけ参加している。 98.6% 

26 スマホやゲーム等の取り扱いについてルールを設け、子どもと共有している。 91.2% 
 

■一人ひとりの学力・進路保障につながる、わかりやすく楽しい授業をめざします 
質問 5 ・ 6 の項目は、比較的高い数値の回答率でしたが、質問 7 は低い数値となっています。授業スタ

イルとして、子どもたち同士が意見交流し、発表する機会を意図的に設けてはいるのですが、まだまだ苦

手意識がある事や教職員の指導や支援について課題があるようです。安心して話すことが出来る、また

は話したくなる環境づくり、授業づくりを心がけていきたいと思います。質問 10 については、学力向上の

点からも重要な課題であり、耳原小全体で改善を目指すところです。間違っても怒られることなく、授業

中が難しければ授業後にでも質問しに行けば、先生が必ず応えてくれる。それが当たり前の学校になるよ

う改善に努めます。（※次年度、教職員研修の機会を増加します。） 
 

 肯定回答率 

5 学校の授業（勉強）はわかりやすい。 91.5% 

6 お家（学童や習い事先含む）で学校の宿題をしている。 96.8% 

7 授業中に自分の意見（考え）を発表することが多い。 69.3% 

10 授業でわからないことがある時、先生に聞きやすい。 82.9% 
 

■子どもに寄り添い、信頼される学校・教職員集団になるために．．．  
こちらもほとんどの項目において昨年度を上回る肯定的な回答が増えました。担任をはじめとした教 

職員の取り組みが保護者の方々に伝わってきているようでとても嬉しく思っております。 

質問 9 ・ 14 ・ 15 ・ 19 ・ 20 については 90%以上の肯定となっており、特に 9 ・ 14 については子ども

たち自身が先生のことを肯定的に捉えているのがよくわかり、これからも信頼できる先生、信頼できる大

人でいるように努めて参りたいと思います。質問 27に関しては、子どもたちは 100%の子が自分の学校の

目標を言えると言っても過言ではありませんが、保護者の方も 8割以上の方が知ってくださっていること

をありがたく思います。 

質問 28は初めて 60％を超えました。嬉しく思います。実際になかなか学校のホームページを見る機会

は少ないと思いますが、今後も必要な時に必要な情報が手に入るホームページ、日々の子どもの様子が

よくわかるホームページ作りに取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

最後になりますが、今年度の結果に慢心することなく、これからも子どもたちにとって、そして保

護者の皆様にとっても安心できる学校になれるよう、教職員一同頑張って参ります。 

保護者の皆様、地域の皆様、今後も『チーム耳原』としてご協力よろしくお願いいたします。  
 
 
 

 
 

 肯定回答率 

9 自分の話をよく聞いてくれる先生がいる。 93.7% 

14 学校は教育方針や教育目標を分かりやすく伝えてくれている。 92.0% 

15 学校（先生）は家庭への連絡や意思疎通を行ってくれている。 92.8% 

19 先生は子どもを理解してくれている。 93.4% 

20 先生は子どもの評価を適切、公平に行ってくれている。 91.5% 

21 子どもの心身の健康（悩みや相談事）について、学校や先生に相談しやすい。 88.5% 

27 耳原小学校の学校教育目標を知っている。 80.3% 

28 耳原小学校のホームページを見る頻度（月に数回以上を肯定として判断） 60.6% 



  

※質問 28については、「月に数回程度」以上の割合で見ている回答を肯定的と捉えて集計しています。 


